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登
別
に
来
た
ら
、
地
獄
谷
を
見
な
い

人
は
い
な
い
。
し
か
し
、
地
獄
谷
展
望

台
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
帰
る
だ
け
で

は
も
っ
た
い
な
い
。
地
獄
谷
か
ら
大
湯

沼
周
辺
に
は
、
豊
か
な
森
の
中
を
行
く

散
策
路
が
い
く
つ
も
設
定
さ
れ
て
い

る
。
短
い
コ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
歩
い
て
み
よ
う
。

ふ
つ
ふ
つ
と
熱
湯
が
た
ぎ
り
、
硫
気

を
噴
き
上
げ
る
地
獄
谷
、
灰
黒
色
の
熱

湯
を
た
た
え
た
大
湯
沼
や
奥
の
湯
、
大

正
地
獄
、
そ
し
て
人
々
を
い
や
す
天
然

足
湯
な
ど
、
火
山
地
形
独
特
の
見
ど
こ

ろ
が
満
載
だ
。

ま
た
、
周
辺
は
硫
気
や
酸
性
土
壌
の

影
響
で
植
物
の
生
育
条
件
が
厳
し
い
。

生
育
す
る
植
物
の
種
類
も
限
ら
れ
、
特

殊
な
植
物
社
会
を
構
成
し
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
る
反
面
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ホ
オ

ノ
キ
の
巨
木
が
う
っ
そ
う
と
生
い
茂
る

天
然
記
念
物
の
登
別
原
始
林
も
広
が
っ

て
い
る
。
自
然
の
織
り
な
す
現
象
を
間

近
に
観
察
で
き
る
の
が
、
こ
の
探
勝
路

の
魅
力
だ
。

①
登
別
地
獄
谷
展
望
台

登
別
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

正
面
の
ゆ
る
や
か
な
坂
を
行
く
と
、
目

前
に
現
れ
る
の
が
登
別
地
獄
谷
だ
。
た

い
て
い
の
人
は
こ
こ
で
ま
ず
看
板
を
バ

ッ
ク
に
記
念
写
真
を
撮
る
。
こ
こ
は
登

別
観
光
の
一
大
ス
ポ
ッ
ト
で
春
夏
秋

冬
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

地
獄
谷
は
、
昔
か
ら
賽さ
い

の
河
原
に
た

と
え
ら
れ
て
い
て
、
岩
肌
は
赤
茶
け
、

黄
灰
色
の
岩
丘
の
裂
け
目
か
ら
は
も
う

も
う
と
火
山
ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
る
。

背
面
は
赤
い
岩
肌
の
絶
壁
で
、
百
数

十
メ
ー
ト
ル
の
奇
岩
が
目
前
に
そ
そ
り

立
ち
、
圧
倒
的
な
迫
力
で
迫
っ
て
く
る
。

荒
涼
と
し
た
風
景
と
は
裏
腹
に
温
泉

源
は
多
彩
で
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
り
、

そ
の
湯
は
温
泉
街
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
に

供
給
さ
れ
て
い
る
。
地
獄
谷
は
多
く
の

人
々
に
恵
み
を
も
た
ら
す
場
所
で
も
あ

る
の
だ
。

②
赤
い
ス
ス
キ

展
望
台
で
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
ら
、

薬
師
如
来
を
右
に
見
て
、
谷
の
奥
へ
と

続
く
道
を
行
こ
う
。

探
勝
路
沿
い
の
低
地
に
は
、
赤
い
ス

ス
キ
が
見
ら
れ
る
。
葉
は
ふ
つ
う
の
も

の
と
変
わ
ら
な
い
が
、
茎
の
色
が
特
に

赤
っ
ぽ
い
の
に
気
づ
く
。

温
泉
周
辺
の
植
生
は
、
噴
出
す
る
硫

気
の
化
学
的
成
分
や
酸
性
土
壌
の
た

め
、
生
育
す
る
種
類
も
限
定
さ
れ
て
い

る
。
温
泉
噴
気
孔
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら

ス
ス
キ
、
オ
オ
イ
タ
ド
リ
、
イ
ソ
ツ
ツ

ジ
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な

ど
の
植
生
構
造
を
示
す
。
赤
い
ス
ス
キ

は
、
火
山
性
土
壌
の
影
響
だ
ろ
う
か
。

③
鉄
泉
池

探
勝
路
を
大
き
く
左
に
迂
回
し
た
丘

か
ら
は
、
地
獄
谷
の
全
景
と
鉄
泉
池
に

通
じ
る
木
道
が
一
望
で
き
る
。
木
道
を

歩
い
て
そ
の
先
の
鉄
泉
池
に
寄
っ
て
み

よ
う
。

木
道
に
入
る
と
、
赤
茶
け
た
岩
肌
や

足
元
の
黄
灰
色
の
噴
気
口
か
ら
ブ
ク
ブ

ク
と
熱
泥
と
特
有
の
噴
気
が
立
ち
こ

め
、
ま
る
で
別
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ

う
な
錯
覚
に
陥
る
。
木
道
の
下
に
流
れ

る
通
称
「
三
途
さ
ん
ず

の
川
」
を
渡
る
と
、
鉄

泉
池
が
あ
る
。

四
方
を
木
の
柵
で
か
こ
ま
れ
た
鉄
泉

池
は
、
鉄
分
を
含
ん
だ
八
十
℃
の
間
欠

泉
で
、
二
、
三
分
間
隔
で
噴
き
上
げ
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
地
獄
谷
張
出
展
望
台

探
勝
路
に
戻
る
と
、
道
は
少
し
上
り

坂
と
な
る
。
ほ
ど
な
く
行
く
と
視
界
が

開
け
、
地
獄
谷
張
出
展
望
台
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
地
獄
谷
を
少
し
高
い

位
置
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
獄

谷
入
り
口
の
展
望
台
に
比
べ
る
と
静
か

な
眺
望
が
楽
し
め
る
。
周
囲
は
ナ
ナ
カ

マ
ド
広
場
と
し
て
整
備
さ
れ
、
木
立
の

中
に
東
屋
や
ベ
ン
チ
が
あ
る
。
足
元
は

一
面
が
ふ
わ
ふ
わ
の
コ
ケ
の
じ
ゅ
う
た

ん
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
日
和
山
大
湯
沼
展
望
台

ナ
ナ
カ
マ
ド
広
場
を
抜
け
、
登
り
坂

を
行
く
と
道
は
い
っ
た
ん
車
道
に
出
る

が
、
横
切
っ
て
探
勝
路
に
入
る
。
ほ
ど

な
く
行
く
と
日
和
山
大
湯
沼
展
望
台
に

着
く
。
こ
こ
か
ら
は
、
東
に
摺
鉢

す
り
ば
ち

山
火

口
、
正
面
に
は
大
湯
沼
と
日
和
山
が
見

え
る
。

日
和
山
は
標
高
三
百
七
十
七
メ
ー
ト

ル
の
溶
岩
円
頂
丘
で
、
頂
部
の
裂
け
目

か
ら
ま
る
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
ご

う
音
と
と
も
に
白
煙
を
噴
出
し
て
い
る

活
火
山
だ
。
黄
白
色
の
山
肌
を
む
き
出

し
、
山
麓
の
大
湯
沼
と
相
ま
っ
て
怪
奇

な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
、

「
プ
ル
プ
ル
ケ
・
ヌ
プ
リ
（
も
く
も
く

と
煙
を
噴
い
て
い
る
・
山
）」
と
い
う
。

登
別
海
岸
の
漁
民
が
こ
の
噴
煙
を
見
て

天
候
を
占
っ
た
こ
と
か
ら
「
日
和
山
」

の
名
が
つ
い
た
。

ま
た
、
こ
の
付
近
の
標
高
は
高
く
な

い
の
に
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
や
シ
ラ
タ
マ

ノ
キ
、
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
高
山
性
植

物
が
見
ら
れ
る
。
秋
と
も
な
れ
ば
、
ヤ

マ
ウ
ル
シ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
が
鮮

や
か
だ
。

⑥
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
の
群
落

こ
こ
か
ら
奥
の
湯
に
下
る
道
沿
い
に

は
、
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
が
群
落
で
見
ら
れ
る
。

イ
ソ
ツ
ツ
ジ
は
、
木
の
高
さ
が
三
十

〜
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
火

山
灰
斜
面
に
生
え
て
い
る
。
花
期
は
、

六
月
上
旬
か
ら
七
月
上
旬
で
北
国
に
初

夏
を
思
わ
せ
る
頃
、
白
い
花
が
枝
先
に

多
数
つ
き
、
手
ま
り
の
よ
う
に
咲
い
て

美
し
い
。
枝
や
葉
に
は
特
有
の
香
り
が

あ
り
、
昔
、
ア
イ
ヌ
た
ち
は
乾
燥
し
た

葉
を
湯
に
浮
か
べ
て
、
お
茶
の
代
わ
り

に
用
い
た
と
い
う
。

⑦
奥
の
湯 イ

ソ
ツ
ツ
ジ
の
群
落

6
奥
の
湯

7

地
獄
谷
・
大
湯
沼
・
登
別
原
始
林
自
然
探
勝
路

（
往
復
約
3
km
／
約
1
時
間
20
分
）

登
別
に
来
た
ら
、
地
獄
谷
を
見
な
い

人
は
い
な
い
。
し
か
し
、
地
獄
谷
展
望

台
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
帰
る
だ
け
で

は
も
っ
た
い
な
い
。
地
獄
谷
か
ら
大
湯

沼
周
辺
に
は
、
豊
か
な
森
の
中
を
縫
う

よ
う
に
散
策
路
が
い
く
つ
も
設
定
さ
れ

て
い
る
。
短
い
コ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
歩
い
て
み
よ
う
。

ふ
つ
ふ
つ
と
熱
湯
が
た
ぎ
り
、
硫
気

を
噴
き
上
げ
る
地
獄
谷
、
灰
黒
色
の
熱

湯
を
た
た
え
た
大
湯
沼
や
奥
の
湯
、
大

正
地
獄
、
そ
し
て
人
々
を
い
や
す
大
湯

沼
川
天
然
足
湯
な
ど
、
火
山
地
形
独
特

の
見
ど
こ
ろ
が
満
載
だ
。

周
辺
は
硫
気
や
酸
性
土
壌
の
影
響
で

生
育
す
る
植
物
の
種
類
も
限
ら
れ
て
い

る
。
特
殊
な
植
物
社
会
を
構
成
す
る
様

子
が
見
ら
れ
る
反
面
、
隣
接
し
て
ミ
ズ

ナ
ラ
や
ホ
オ
ノ
キ
の
巨
木
が
う
っ
そ
う

と
生
い
茂
る
登
別
原
始
林
、
さ
ら
に
ガ

ン
コ
ウ
ラ
ン
や
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
な
ど
の

高
山
植
物
も
広
が
っ
て
い
る
。
四
季

折
々
の
自
然
現
象
を
間
近
に
観
察
で
き

る
の
が
、
こ
の
探
勝
路
の
魅
力
だ
。

日
和
山

ひ
よ
り
や
ま

大
湯
沼
展
望
台

5
地
獄
谷
張
出
展
望
台

4

赤
い
ス
ス
キ

2

登
別
地
獄
谷
展
望
台

1

16

●開館時間：午前8時～午後5時　年中無休　入館無料
〒059-0551 登別市登別温泉無番地　電話：0143-84-3141
h t t p : / / www . b e s . o r . j p / n o b o r i /

地獄谷入り口にあるのが登別パークサ

ービスセンターだ。地獄谷周辺の自然情

報などが揃っているので、散策する前に

ぜひとも立ち寄ってみよう。

外観は、昭和初期に実在した登別温泉

バス停をイメージしている。地元の建築

家の設計によるもので、内装、外装とも

道産材をふんだんに使用している。また、

地獄谷からの硫気による腐食にも耐えら

れるように、金具類はすべてステンレス

製を採用した。

1階は案内所と休憩室で、誰でも自由

に利用できる。タッチパネル式の大型モ

ニターがあり、地獄谷周辺の見どころを

4ヵ国語で紹介している。また、支笏洞

爺国立公園を空から紹介するハイビジョ

ン映像とジオラマも好評だ。

壁面に飾られた、地獄谷

周辺の自然情報パネル「う

つろい暦」は一見の価値が

ある。春夏秋冬ごとの動植

物の見頃や見どころが詳し

く掲載され、散策する際の

参考になるだろう。

さらに、地獄谷周辺に設

定された6つの散策路を紹

介したコーナーもあり、コースごとに所

要時間や距離、消費カロリーなどがひと

目でわかるように工夫されている。また、

隣の「鬼っこトイレ」も好評だ。

地獄谷を一緒に歩いて無料で案内して

くれる、観光客にとってうれしいサービ

スが「登別市観光ボランティアガイド」

だ。

お揃いの白い帽子と緑に赤い文字で

「無料案内」と染め抜いたはっぴに身を

包み、4人体制で多少の雨や風にも負け

ない精力的な活動をしている。

登別パークサービスセンター

観光ボランティアガイド

●活動期間　5月1日～10月31日
●時　　間　午前10時～午後3時

鉄
泉
池

3




